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ジェームズ， W.，フロイト， S.，マクドウーガル， W. は人間の行動を「本能」によって説明しよう
とした。「本能」とは「広義には人間や動物における生得性，遺伝性，非学習性，自発性，反
射性，原始性，無意識性，自然性などの内的あるいは行動上の傾向，能力，動機づけの体制を
いい，狭義には人間や動物の生得的衝動J (心理学辞典 p.767) を言う。マクドウーガルは人間
の本能として逃走，拒否，好奇，闘争，卑下，自己誇示， u甫育，生殖，飢餓，群居，獲得，構





















統覚，知的作用，意欲，行為などを，ある特定の方向に体制化する力である叫 (Murray 1938 





























































































については以下の論文でレビューされている。 M.A. Wahba & L. G. Bridwell "Maslow Rec-
onsidered:A Review of Research on the Need Hierarchy Theory" Orgαnizationαl 

































































































































































Optimal arousal potential 








ノ f トラー， 1953 
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Resolve uncertainty ケイガン， 1972 
Dissonance reduction フェスティンガー， 1957 
Uncertainty reduction ランツェッタ， 1971 
Competence and self-determination 
Effectance ホワイト， 1959 
Self-determination アンジャ }V ， 1941 
Personal causation ドゥ・チャームズ， 1968 





































































































































































































































































目標に対する納得の度合いが高まるにつれて，外部からの統制の度合いを弱めてゆける J (Mac -
























zberg 1966 邦訳 p.59) と述べている。そして，この欲求が人間の成長を促すとして，マズロ
ーの欠乏欲求と成長欲求の分類枠と同様の欲求体系を前提としている。ハーツパーグは乙の二
つの欲求を「動物として痛みを回避する欲求」と「人間として精神的に成長する欲求」と呼ん
















面接調査の結果，抽出された動機づけ要因とは「達成J I承認J I仕事そのものJ I責任J I昇
ハu? ?
職務動機づけ論における欲求構造
進」であり，衛生要因は「会社の政策と経営J I監督技術J I給与J I対人関係一上役J I作業条
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